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第
４
回
定
例
会
の
概
要

「障がい」をテーマとして行われた議員研修会（研修会の詳細は３面に掲載「障がい」をテーマとして行われた議員研修会（研修会の詳細は３面に掲載））

社会福祉委員の報酬誤支給問題
に係る検査終了

　

市
議
会
は
市
の
事
務
に
つ
い
て
執
行

機
関
か
ら
書
類
及
び
計
算
書
の
提
出
を

求
め
て
そ
れ
ら
を
検
閲
し
、
ま
た
執
行

機
関
か
ら
報
告
を
求
め
て
、
当
該
事
務

の
管
理
、
議
決
の
執
行
及
び
出
納
を
検

査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
正
予
算
６
件
を
可

補
正
予
算
６
件
を
可
決決

職
員
勤
勉
手
当
の
引
上
げ

職
員
勤
勉
手
当
の
引
上
げ
・・

保
育
計
画
策
定
支
援
委
託
料
を
含

保
育
計
画
策
定
支
援
委
託
料
を
含
むむ

【　

月
】

１１

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

２９

会
付
託
、
陳
情
の
訂
正
・
採
決
）

【　

月
】

１２
２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
・

採
決
、
市
長
報
告
、
陳
情
の
委

員
会
付
託
）

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１０
　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１１
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調

１４

査
特
別
委
員
会

　

日　

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特
別
委

１７

員
会

　

日　

厚
生
文
教
委
員
会

１８
 

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

庁
舎
及
び
福
祉
会
館
建
設
等
調

査
特
別
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２０

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
委
員
会
付
託
）

議
会
の
検
査
と
は

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
（
五
十
嵐
京
子
議
長
）
は
、　

月　

日
に
開
会
し
、

３０

１１

２９

　

月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

１２

２０

　

本
補
正
予
算
で
は
、
２
か
年
で
の

保
育
計
画
策
定
を
支
援
す
る
委
託
料

等
を
含
む
「
保
育
計
画
策
定
に
要
す

る
経
費
」（　

万
円
）、
小
学
校
の
教

８２３

室
の
内
装
や
黒
板
の
修
繕
を
行
う

「
学
校
施
設
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
」（　

万
３
千
円
）
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

８２０

　

本
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、　

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員

１１

２９

会
（
渡
辺
大
三
委
員
長
）
に
付
託
し
、　

月　

日
及
び　

日
の
委
員
会
で
審
査

１２

１３

１８

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

１２

２０

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
が
提
案
さ

れ
、　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

１２

２０

た
。

　

一
般
会
計
ほ
か
各
特
別
会
計
３
件

の
補
正
予
算
は
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
総

額
２
千　

万　

円
を
増
額
す
る
も
の

３７９

４００

で
す
。（
条
例
の
詳
細
は
２
面
に
掲

載
）

　

本
補
正
予
算
４
件
に
つ
い
て
は
、　

月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算
特

１２

別
委
員
会
に
付
託
し
、　

月　

日
及
び　

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

１２

１３

１８

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
否
同
数
と
な

１２

１８

り
、
委
員
長
裁
決
（
※
）
に
よ
り
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
起
立
多
数
に
よ

１２

２０

り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※　

委
員
会
で
可
否
同
数
の
場
合
、
委
員
長
が
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　

本
件
は
、
社
会
福
祉
委
員
に
係
る

報
酬
が
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
上
は
月
額
１
万
１
千
円
で
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
万
円
を
支
給

し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
齟
齬
を
是
正
す
る
た
め
の
市
長
に
よ
る
一
連

の
事
務
手
続
が
法
律
、
条
例
、
規
則
等
に
照
ら
し
適
正
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第　

条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
検
査
し
た
も
の
で
す
。

９８

　

本
件
は
、
３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
総
務
企
画
委
員
会
（
小
林
正
樹

２８

委
員
長
）
に
付
託
し
、
市
議
会
に
よ
る
監
査
請
求
に
伴
う
監
査
結
果
も
参
考
に

し
て
計
７
回
に
わ
た
り
、
①
平
成　

年
５
月
に
発
覚
し
て
以
降
の
市
の
対
応
を

２９

め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
②
今
後
の
対
応
と
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
、
検
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
事
務
検
査
に
係
る
結
果
報
告
書
を
ま
と
め
、
採

１２

１８

決
の
結
果
、
検
査
を
終
了
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
検
査
を
終
了
す
る

１２

２０

こ
と
と
決
定
し
ま
し
た
。

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
回
）
ほ
か

特
別
会
計
補
正
予
算

１

件

を

可

決

平

成　

年

度

３０

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）
ほ
か

特
別
会
計
補
正
予
算

３

件

を

可

決

社
会
福
祉
委
員
へ
の

報
酬
誤
支
給
問
題
に

係
る
検
査
を
終
了

平
成　

年
第
４
回

３０定
例
会
日
誌
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謂

井
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医 医各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

 　

８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

３１

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

月　

日
、

１０

１１

１９

　

月　

日
の
計
３
回
に
わ
た
り
審
査

１２

１０

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
平
成　

年
１
月
の
難

２７

病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
を
受
け
、
難
病
患
者

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
の
対
象
疾

病
が
大
幅
に
拡
大
し
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
改
正
す
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
所
得
制
限

及
び
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
と
の
併

給
制
限
等
を
新
た
に
設
け
、
手
当
の

支
給
要
件
を
改
め
る
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

２０

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
対
象
疾
病
が
大

幅
に
増
え
る
こ
と
を
理
由
に
、
軽
度

者
な
ど
約　

％
を
支
給
対
象
か
ら
外

４０

す
こ
と
が
合
理
的
配
慮
を
求
め
た
法

律
や
市
の
条
例
に
反
す
る
。
ま
た
大

幅
に
増
え
る
と
い
う
客
観
的
根
拠
は

示
せ
て
い
な
い
。
市
は
難
病
者
の
生

活
実
態
を
調
査
も
せ
ず
に
条
例
を
提

案
し
た
が
、
難
病
者
の
尊
厳
を
奪
う

も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

手
当
支
給
の
対
象
疾
病
拡
大
に
は

賛
成
だ
が
、
経
費
抑
制
の
た
め
支
給

制
限
を
設
け
る
こ
と
に
は
賛
成
で
き

な
い
。
難
病
医
療
法
は
施
行
以
来
、

難
病
を
持
つ
方
の
中
で
不
平
等
・
不

公
平
感
を
な
く
す
た
め
、
対
象
疾
病

を
増
や
し
て
い
る
が
、
条
例
改
正
で

新
た
な
不
平
等
感
を
生
み
出
し
か
ね

難
病
者
福
祉
手
当
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
い
。
難
病
の
種
類
や
程
度
に
関
わ

ら
な
い
支
援
策
の
確
立
を
求
め
る
。

 　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
理
由
は
、
虚
難
病
者
福
祉

手
当
に
つ
い
て
、
当
事
者
の
声
も
聞

か
ず
、
約　

％
も
の
対
象
者
を
外
す

４０

と
い
う
削
減
が
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
許
保
育
計
画
の
策
定
は
必
要

だ
が
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化
が
同

時
に
進
め
ら
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

距
学
校
施
設
管
理
の
委
託
が
進
め
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら

本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

　

虚
民
間
保
育
所
の
児
童
安
全
対
策
。

許
公
・
民
を
問
わ
ず
市
民
参
加
で
保

育
の
在
り
方
を
検
討
す
る
保
育
計
画

策
定
委
員
会
設
置
。
距
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
お
け
る
児
童
の

指
標
再
判
定
経
費
。
鋸
難
病
福
祉
手

当
改
定
に
伴
う
市
民
説
明
会
関
連
経

費
が
計
上
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
必
要
と

さ
れ
な
が
ら
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

取
組
を
高
く
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

予
算
計
上
さ
れ
た
保
育
計
画
策
定

は
、
私
も
幾
度
と
な
く
求
め
て
き
た

も
の
。
快
く
賛
成
し
た
い
が
、
市
全

体
の
保
育
の
将
来
像
を
こ
れ
か
ら
協

議
す
る
の
に
、
そ
の
運
営
主
体
の
１

つ
で
重
要
な
役
割
を
担
う
公
立
園
の

民
営
化
を
同
時
並
行
で
進
め
る
こ
と

は
プ
ロ
セ
ス
上
大
き
な
矛
盾
が
あ
り
、

将
来
に
わ
た
り
良
い
保
育
を
作
る
こ

と
に
繋
が
ら
な
い
た
め
、
反
対
す
る
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
５
回
）

審
議
し
た
主
な
議
案

 　
　

月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

１２
務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、　

月　

日
、　

日
の
計

１２

１２

１８

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
正
規
職
員
及
び

再
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
と
、
給
料
表
改
定

を
行
う
も
の
で
す
。

　
　

月　

日
の
委
員
会
で
は
、
修
正

１２

１２

案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
た
後
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
に
つ
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

１２

２０

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
勤
勉
手
当

を
引
上
げ
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
今

定
例
会
で
も
勤
勉
手
当
の
増
額
及
び

給
料
表
の
増
額
等
と
な
る
議
案
が
提

出
さ
れ
た
。
私
達
は
東
京
都
人
事
委

員
会
勧
告
に
は
基
本
的
に
賛
成
す
る

と
い
う
立
場
で
あ
る
も
の
の
、
過
去

か
ら
の
経
緯
や
行
財
政
改
革
の
停
滞
、

人
件
費
総
額
が
増
え
続
け
る
現
状
を

鑑
み
、
本
議
案
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

西
岡
市
長
就
任
後
、
職
員
の
総
額
人

件
費
は
拡
大
し
た
。
市
長
が
公
約
し

た
人
件
費
削
減
に
明
確
に
反
す
る
。

許
職
員
の
年
間
人
件
費
は
平
均
的
市

民
の
水
準
に
比
べ
て
か
な
り
割
高
で

あ
る
。
更
に
引
き
上
げ
て
平
均　

万
７７１

円
、
最
高
１
千　

万
円
に
す
る
必
要

３７２

が
あ
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
距
市

民
生
活
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２８

生
文
教
委
員
会（
水
上
洋
志
委
員
長
）

に
付
託
し
、
４
月　

日
、
５
月
９
日
、

２６

７
月　

日
、　

月　

日
、　

月　

日

２０

１１

１９

１２

１０

の
計
５
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

本
条
例
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て
、
医

療
費
助
成
の
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
に
よ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

医
療
機
関
へ
の
早
期
受
診
の
促
進
に

よ
る
重
症
化
の
防
止
、
ま
た
、
特
別

区
と
多
摩
地
域
で
の
医
療
費
助
成
の

内
容
に
お
け
る
格
差
の
是
正
等
を
目

的
と
し
て
、
議
員
か
ら
提
案
し
ま
し

た
。

　
　

月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

１２

２０

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

　

４
人
世
帯
の
国
民
平
均
年
収
約　
４４８

万
円
に
対
し
、
所
得
制
限
は
年
収
約

１
千
万
円
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状

況
で
は
一
定
の
線
引
き
は
や
む
を
得

ず
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
は
な
く
、
あ

れ
か
こ
れ
か
の
選
択
と
集
中
が
迫
ら

れ
て
お
り
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
対

策
等
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
と

や
っ
た
方
が
良
い
事
は
現
段
階
で
は

区
別
す
る
べ
き
と
考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
関
す
る
重
要

な
制
度
で
自
治
体
間
の
格
差
が
あ
る

こ
と
に
驚
か
れ
る
方
も
多
い
。
特
別

区
は
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

が
無
料
、
多
摩
地
域
で
も
助
成
を
拡

充
す
る
自
治
体
が
増
え
る
中
、「
子

育
て
環
境
日
本
一
」
を
信
じ
て
転
入

し
て
来
ら
れ
る
方
も
お
り
、
本
市
も

決
断
す
べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
に
来
た
。

状
況
的
に
も
実
現
可
能
と
考
え
る
。

義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

反
対
討
論
（
要
旨
）

　

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

子
ど
も
の
教
育
、
医
療
費
は
本
来

国
が
無
償
化
す
べ
き
。
条
例
案
で
は

一
般
財
源
で
約
２
千　

万
円
必
要
。

８００

最
優
先
と
す
べ
き
理
由
が
見
え
な
い
。

一
定
以
上
の
所
得
層
の
医
療
費
が
無

料
な
ら
受
診
抑
制
や
虐
待
予
防
に
繋

が
る
と
い
う
デ
ー
タ
は
な
い
。
更
に

小
児
科
医
の
誘
致
も
必
要
。
虐
待
や

緊
急
性
の
高
い
子
ど
も
施
策
な
ど
、

ま
ず
は
ニ
ー
ズ
調
査
が
必
要
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

市
が
行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査
や
意
識

調
査
で
は
、
経
済
的
支
援
を
求
め
る

意
見
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
小
学
校

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
の
所
得
制
限
撤
廃
は
市
民
の
願

い
に
沿
う
。
医
療
機
関
を
受
診
し
や

す
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
の
長

期
化
、
重
症
化
を
抑
え
、
結
果
的
に

受
診
件
数
の
減
、
医
療
費
の
削
減
に

つ
な
が
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、

子
育
て
世
帯
が
住
む
ま
ち
を
決
め
る

際
、
数
あ
る
自
治
体
制
度
の
中
で
必

ず
や
確
認
す
る
項
目
で
あ
り
、
こ
の

ま
ち
に
移
り
住
み
た
い
、
子
育
て
を

し
た
い
と
思
わ
れ
る
た
め
に
、
向
き

合
う
べ
き
施
策
で
あ
る
。
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
所
得
制
限
撤
廃
は
、
近

隣
他
市
比
較
で
平
均
と
な
る
の
は
妥

当
で
あ
る
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。

 【　

月　

日
】

１２

１８

▼　

本
町
住
宅
の
建
て
替
え
に
係
る

都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て（
本

町
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決

定
、
一
団
地
の
住
宅
施
設
の
廃

止
、
本
町
第
一
公
園
及
び
本
町

第
二
公
園
の
変
更
）

▼　

三
楽
公
園
の
都
市
計
画
変
更
に

つ
い
て

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
たた

閉会中の委員会日程及び審査案件
庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
１月２１日（月）午後１時
▶新市庁舎の床面積縮減等による建築コスト削減等を求
める陳情書　▶市庁舎の建設面積を縮減することにより、
図書館本館の建設を進めることを求める陳情書　▶公民
館本館を新福祉会館と併設する旨の議会意思の確定を求
める陳情書　▶新庁舎の床面積の大幅増に反対し、コン
パクトでコストダウンの建設を求める陳情書　▶庁舎建
設予定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁
舎とすることを求める陳情書（その１）　 ▶庁舎建設予
定地の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎と
することを求める陳情書（その２）　 ▶庁舎建設予定地
の大型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とする
ことを求める陳情書（その３）　 ▶庁舎建設予定地の大
型樹木を保全し、小金井らしい緑豊かな庁舎とすること
を求める陳情書（その４）　 ▶多くの市民が利用する福
祉会館は、多くの職員がいる市庁舎の北側ではなく、採
光や眺望の良い南面に建設することを求める陳情書　▶
庁舎建設予定地北側（ＪＲ中央線高架下）からの道路の
恒久的確保を求める陳情書　▶環境配慮型公共施設のモ
デルとなる「新庁舎・新福祉会館」（グリーン庁舎）の
実現を求める陳情書　▶庁舎及び福祉会館建設等に係る

諸問題の調査
行財政改革推進調査特別委員会
１月２２日（火）午前１０時
▶行財政改革の推進に係る諸問題の調査
議会運営委員会
１月２３日（水）午前１０時
２月１５日（金）午後２時
▶市議の視察日当（日額２８００円）を廃止し、「議会だより」
フルカラー印刷化等の財源を捻出することを求める陳情
書　▶市議会議員定数に関して、市民の意向調査を求め
る陳情書　▶議会改革に関する諸問題の調査　▶①次期
定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日割等、議会
運営に関する調査、議会の会議規則、委員会条例等に関
する調査、②議会の会議規則、委員会条例等に関する調
査、③議会運営に関する議長の諮問事項について
総務企画委員会
１月２８日（月）午前１０時
▶小金井市の予算査定に関する調査及び財政援助団体の
財務等の調査を求める陳情書　▶東小金井駅北口駅前周
辺に金融機関（郵便局）の誘致を求める陳情書　▶ペン
ス副大統領ほか米国の文民要人が我が国入出国の際、在
日米軍専用施設、横田飛行場等を使わないことを求める

意見書提出陳情書　▶小金井市公共施設等総合管理計画
の進捗状況と方針についての諸問題の調査
厚生文教委員会
１月２９日（火）午前１０時
▶小金井市子どもの権利に関する条例の一部を改正する
条例　▶公益財団法人小金井市体育協会への補助金の一
部返還に関する陳情書　▶都において児童相談所・警察・
学校などの連携・協力を進め、児童虐待防止対策の抜本
強化・拡充するため意見書提出を求める陳情書　▶福祉
的視点から、相談者に寄り添った母子父子自立支援員・
婦人相談員の相談体制の充実を求める陳情書　▶市の体
育施設の自販機利益は市として収入し、市内スポーツ団
体に平等に配分することを求める陳情書　▶国に対し、
「幼児教育・保育の無償化に関する意見書の提出を求め
る」陳情書　▶子ども施策に関する諸問題の調査　▶小
金井市保健福祉総合計画の策定と運用について
建設環境委員会
２月４日（月）午前１０時
▶小金井市のリサイクル事業所の継続をのぞむ陳情書　
▶駅周辺整備に関する調査　▶市内都市計画及び住環境
に関する調査　▶資源循環社会形成に関する調査
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医
医

医
医

会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。
「小金井市議会　会議録」で検索（http://asp.db-search.com/koganei-c/）

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
 総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会

坂
井
え
つ
子

片
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薫
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つ
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田
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祐
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篠
原
ひ
ろ
し

渡
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大
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白
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亨

岸
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正
義

鈴
木　

成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　

律
子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か

採　択○○×○×○○○×××○○○○○○○○○議○○○総

社会福祉委員へ月額報酬を条例規定額より低い金額で支給し続け
ていた件について、①地方自治法第９８条に基づく事務検査を実施
すること、②市長に詳細な顛末書を提出させ、市議会で市長報告
をさせること、③市議会として適切な措置を講ずることを求め
る。

社会福祉委員に意図的に条例
違反の報酬支給を続けていた
事件の全容解明を求める陳情
書

採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚

２０１９年３月３１日で廃止する社会福祉協議会が運行する大型福祉バ
ス「みどり号」について、①市と社会福祉協議会が十分に話し合
い、「みどり号」を存続させるなどの対策をとること、②市民や
各種団体の不安な声に応えるために、丁寧な説明をすることを求
める。

社協バス「みどり号」の存続
を求める陳情書

採　択○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××厚

子どもの育ちを総合的に支援するための土台となる環境づくりと
して子どもの権利に関する条例を推進させるため、①子どもの権
利条例の理念を実現するため、条例に基づいた推進計画を作成す
ること、②推進計画を検証する市民参加の委員会を設置すること
を求める。

子どもの権利に関する条例を
推進するための計画の策定と
継続的な検証を求める陳情書

採　択○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××厚
「のびゆくこどもプラン小金井」では公的第三者機関の設置が掲
げられているが、子どもの権利に関する条例には位置付けがない
ことから、子どもの問題を解決する公的第三者機関として「子ど
もオンブズパーソン」の条例による設置を求める。

子どもの最善の利益を保障す
る「子どもオンブズパーソン」
の設置を求める陳情書

採　択○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○厚

①ドナー増のための臓器移植の更なる啓発、②臓器提供施設増加
のためのきめ細かい支援、③移植コーディネーター確保の支援、
④担当医負担軽減対策、⑤臓器移植ネットワークの構築がない国
において移植を受けないよう対策を講ずることを求める意見書の
提出を求める。

臓器移植の環境整備に関する
意見書の提出を求める陳情書

採　択○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○建
市が取得したキンヒバリの里の周囲、約４３０平方メートルの中心
部分の１６０平方メートルは現在も民間所有となっているが、野生
生物種の昆虫「キンヒバリ」が生息するなど、非常に貴重な地域
であるため、市の自然再生事業として取得することを求める。

キンヒバリの里の残地の取得
を求める陳情書

不採択○○×○×○○○×××××××○○○○×議×××総
厳寒期の大災害に備え、各避難所にジェットヒーター、屋外用バ
ーナー等の器具を計画的に配備し、従来より厳しい寒さが課題と
なっている消防団出初式会場等で、年に１回使用するなどして、
それらの機械器具が適切に作動するか確認することを求める。

厳寒期の大災害に備え、各避
難所にジェットヒーター等の
導入を求める陳情書

不採択×××××○×××××○○○○××××○議○○○総

西岡市長就任以降の人件費の急増に関して原因につき詳細を明ら
かにし、総額人件費が西岡市長就任時点の水準以下になるまで職
員手当やボーナス引上げを認めないなど市民生活を支える施策に
こそ貴重な税財源が回るよう、しかるべき措置を速やかに講ずる
ことを求める。

西岡市長の選挙公約（人件費
削減）が全く守られておらず、
逆に人件費が急増しているこ
とに関する陳情書

承　認○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○即東小金井駅北口駅前周辺に金融機関（郵便局）の誘致を求める陳情書の訂正

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党・信頼の小金井　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　み：みらいのこがねい　　　　　お：小金井をおもしろくする会
会：こがねい市民会議　　情：情報公開こがねい　　　　　改：改革連合
ネ：生活者ネットワーク　明：小金井の明日をつくる会　　市：市民といっしょにカエル会
緑：緑・つながる小金井議 案 の 審 議 結 果

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

付　

託　

先

緑市明ネ改情会おみ公共自
付託先略称　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　予：予算特別委員会

坂
井
え
つ
子

片
山　
　

薫

沖
浦
あ
つ
し

田
頭　

祐
子

篠
原
ひ
ろ
し

渡
辺　

大
三

斎
藤　

康
夫

白
井　
　

亨

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　
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子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か

原案可決××○○○×○○○○○○○○○××××○議○○○厚小金井市難病者福祉手当条例の一部を改正する条例
原案可決○○○○○×○×○○○○○○○××××○議○○○予平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第５回）
原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○予平成３０年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正す
る条例

原案可決○○○○○×○×○○○××××○○○○×議×××予平成３０年度小金井市一般会計補正予算（第６回）
原案可決○○○○○×○×○○○××××○○○○×議×××予平成３０年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
原案可決○○○○○×○×○○○××××○○○○×議×××予平成３０年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第２回）
原案可決○○○○○×○×○○○××××○○○○×議×××予平成３０年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第２回）
原案可決○○○○○×○×○○○××××○○○○×議×××総職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
否　決××××△○×××××○○○○××××○議○○○総職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） 
可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市立清里山荘の指定管理者の指定について
可　決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○厚小金井市総合体育館及び小金井市栗山公園健康運動センターの指定管理者の指定について
原案可決×○○×△○○××××○○○○○○○○○議○○○厚小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例（議員提案）
終　了○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○総社会福祉委員への報酬誤支給問題に係る検査（議員提案）
否　決○○×○×○○○××××××××××××議×××厚小金井市保育計画検討委員会設置条例（議員提案）

 　

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。
会

議
の
様
子
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

▼　

平
成　

年　

月　

日
（
火
）

３０

１２

１８

　

▼　

平
成　

年
１
月　

日
（
水
）

３１

１６

広
報
協
議

広
報
協
議
会会

　

平
成　

年
５
月　

日
発
行
の
市
議

２９

３０

会
だ
よ
り
第　

号
に
掲
載
し
た
名
簿

２５６

の
情
報
か
ら
変
更
の
あ
っ
た
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

住　

所　

貫
井
北
町
１
―　

―
７

２５

　
　
　
　

シ
ル
キ
ー
ゼ
フ
ァ
ー
Ⅳ

　
　
　
　
　

号
室

１０１

議
員
の
住
所
が

　

議
員
の
住
所
が 

変
わ
り
ま
し

　
　

変
わ
り
ま
し
たた

　

２
月
１
日
に
、
議
員
研
修
会
と
し

て
、「
小
金
井
市
を
障
が
い
者
を
含

め
た
す
べ
て
の
人
が
暮
ら
し
や
す
い

街
に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
川
明
代
さ
ん
（
障
害
平
等
研
修
フ

ォ
ー
ラ
ム
認
定
Ａ
ラ
ン
ク
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

市
民
の
方
に
も
公
開
し
て
障
害
平
等

研
修
（
Ｄ
Ｅ
Ｔ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
は
、
様
々
な
映
像
や

イ
ラ
ス
ト
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
対
話
を
通
じ
て
、
障
が
い
者
を

排
除
し
な
い
社
会
づ
く
り
を
参
加
者

同
士
で
考
え
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を

　

議
員
研
修
会
を 

開
催
し
ま
し

　
　

開
催
し
ま
し
たた



市 議 会 だ よ り平成３１年（２０１９年）２月１９日発行 （２６３号）　 　－４－

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
電
動
ア
シ
ス
ト
サ
イ
ク
ル

や
自
転
車
の
ギ
ア
部
分
に
装
着

す
る
だ
け
で
高
速
化
す
る
商
品

も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ
ヤ

レ
ス
タ
イ
プ
イ
ヤ
ホ
ン
普
及
率

も
上
が
っ
て
お
り
、
耳
を
塞
ぎ

自
転
車
走
行
し
て
い
る
方
を
よ

く
見
る
。
市
内
に
は
約　

か
所

１６

の
駐
輪
場
が
あ
り
、
収
容
台
数

は
１
万
１
千
台
を
超
え
る
。
契

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
「
ス
マ
ホ
操

作
な
が
ら
運
転
を
止
め
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。
形
小
中
学
生
に
対
し
ス

マ
ホ
操
作
な
が
ら
運
転
に
対
す

る
作
文
や
標
語
募
集
な
ど
の
啓

発
活
動
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
現
在
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
な
内
容
の
ポ
ス

タ
ー
は
な
い
。
形
小
中
学
生
の

作
文
、
標
語
募
集
に
つ
い
て
は

今
後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

許
契
市
長
選
挙
公
約
で
建
設

費
を
約　

億
円
と
し
た
新
庁

６７

舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
が
現

状
で
は
約　

億
円
で
あ
る
。
こ

９０

の
乖
離
に
つ
い
て
問
う
。
形
図

書
館
建
設
費
は
約　

億
円
と
試

４２

算
さ
れ
、
公
約
と
総
額
が
か
な

り
違
う
が
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

　

市
長　

契　

億
円
は
建
設
費

６７

だ
け
で
、
そ
の
他
の
設
計
費
用

等
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
誤
解

を
与
え
か
ね
な
い
表
現
だ
っ
た
。

形
当
時
の
平
均
的
な
建
設
単
価

に
基
づ
き
面
積
を
当
て
は
め
建

設
費
を
計
上
し
た
。
市
の
財
政

ス
キ
ー
ム
も
具
体
的
に
打
ち
出

し
て
い
な
か
っ
た
。

ス
マ
ホ
な
が
ら
運
転
撲
滅

ス
マ
ホ
な
が
ら
運
転
撲
滅
／／

市
長
選
挙
公
約
を
問

市
長
選
挙
公
約
を
問
うう

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

　

虚
都
内
小
・
中
学
校
体
育
館

の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
は
現
在
約

１
割
に
と
ど
ま
る
。
国
や
都
の

補
正
予
算
成
立
を
契
機
に
本
市

で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
、

避
難
所
の
環
境
整
備
の
観
点
か

ら
も
、
設
置
を
進
め
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

よ
り
確
実

な
詳
細
情
報
を
得
て
検
討
し
た

い
。
機
械
室
の
増
築
や
、
設
備

的
課
題
も
あ
る
。
リ
ー
ス
方
式

も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
一
気

に
全
校
設
置
と
は
い
か
な
い
が
、

政
策
・
財
政
部
門
と
も
協
議
し
、

一
定
の
方
向
性
を
示
し
た
い
。

　

許
「
い
じ
め
の
な
い
ま
ち　

小
金
井
」
宣
言
か
ら
６
年
。
国

や
都
の
動
向
も
見
定
め
な
が
ら
、

急
速
に
、
様
々
な
施
策
に
現
場

展
開
を
さ
れ
て
、
学
校
ご
と
に

も
積
極
的
な
取
組
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
条
例
設
置
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
明
確

に
し
、
専
門
家
な
ど
と
の
連
携

を
密
に
し
、
も
う
一
段
、
対
応

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

教
育
長　

広
く
学
識
経
験
者

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
一

日
も
早
く
検
討
会
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に

は
、
条
例
設
置
が
先
決
で
あ
る
。

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
長
が
市
民
と
約

束
を
し
た
人
件
費
削
減
等
に
よ

る
経
常
収
支
比
率
の
改
善
や
、

緊
急　

億
円
対
策
が
、
全
く
進

４０

ん
で
お
ら
ず
逆
行
し
て
い
る
点

に
つ
い
て
指
摘
し
ま
し
た
。

学
校
体
育
館
に
空
調
を

学
校
体
育
館
に
空
調
を
／／

い
じ
め
防
止
条
例
早
急

い
じ
め
防
止
条
例
早
急
にに

　

斎
藤
康
夫

　
（
市
民
会
議
）

　

新
庁
舎
の
計
画
は
既
に
２
つ

の
市
民
検
討
委
員
会
、
市
民
説

明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
平
成　

年
度
に
基
本
設

２６

計
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、
稲

葉
前
市
長
は
執
行
し
な
か
っ
た
。

そ
の
後
に
西
岡
市
長
が
誕
生
し
、

私
は
平
成　

年
３
月
竣
工
を
前

３４

提
と
し
て
、
市
長
が
提
案
し
た

Ｃ
ｒ
ｅ
倆
２
案
を
、
不
本
意
な

が
ら
容
認
し
た
。
し
か
し
議
会

側
か
ら
の
４
項
目
の
要
望
に
よ

り
、
市
長
は
追
加
調
査
を
行
い
、

Ｃ
倆
３
案
を
提
出
し
た
。
そ
れ

は
大
幅
な
工
期
延
長
と
内
容
変

更
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
１
つ
の
建
物
を
計
画
す
る

に
当
た
り
、
あ
え
て
別
棟
と
し
、

２
つ
の
耐
震
構
造
を
採
用
す
る

な
ど
、
船
頭
が
多
く
て
船
が
山

に
登
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

設
計
事
業
者
を
選
定
す
る
に
当

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
理
念

を
前
提
と
し
、
Ｃ
倆
３
案
に
捕

ら
わ
れ
な
い
形
状
の
配
置
計
画

案
も
可
能
な
こ
と
を
記
述
し
た

募
集
要
項
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

基
本
設
計
に
当
た
り
、

既
存
清
掃
関
連
施
設
の
暫
定
移

設
は
行
わ
な
い
。
複
合
施
設
と

し
て
整
備
し
施
設
規
模
の
縮
減

を
行
う
。
新
福
祉
会
館
機
能
を

早
期
に
回
復
す
る
。
免
震
構
造

を
採
用
す
る
場
合
に
生
じ
る
地

下
空
間
は
駐
車
場
と
す
る
。
緑

地
・
広
場
を
確
保
し
、
発
災
時

に
活
用
す
る
。
こ
れ
ら
の
条
件

に
施
設
配
置
案
を
絞
り
込
む
の

で
は
な
く
、
設
計
者
の
知
見
を

織
り
ま
ぜ
て
進
め
て
い
く
。

将
来
を
見
据
え

将
来
を
見
据
え
たた「
新
庁
舎
・

「
新
庁
舎
・

新
福
祉
会
館
」
建

新
福
祉
会
館
」
建
設設

沖
浦
あ
つ
し

（
こ
が
あ
す
）

　

障
害
者
差
別
解
消
条
例
が
本

市
で
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

障
が
い
の
あ
る
な
い
に
関
わ
ら

ず
誰
に
と
っ
て
も
優
し
い
投
票

所
作
り
、
知
的
障
が
い
者
等
へ

の
投
票
支
援
を
考
え
る
。
契
平

成　

年
の
公
職
選
挙
法
改
正
に

２５
よ
り
成
年
被
後
見
人
の
投
票
す

る
権
利
は
保
障
さ
れ
た
が
、
実

際
の
投
票
を
支
援
す
る
の
は
、

お
お
む
ね
市
の
職
員
で
あ
る
。

知
的
、
精
神
、
発
達
等
の
障
が

い
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
そ
の
特

性
か
ら
想
定
さ
れ
る
職
員
の
対

応
の
仕
方
や
代
理
投
票
制
度
に

つ
い
て
研
修
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
行
っ
て
い
る
か
。
形
身

体
的
障
が
い
者
に
対
す
る
投
票

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮
が
あ

る
一
方
、
知
的
障
が
い
者
等
に

対
し
て
は
余
り
な
い
。
個
々
の

特
性
に
応
じ
た
支
援
が
求
め
ら

れ
る
中
、
狛
江
市
で
は
「
支
援

カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
投
票
の

流
れ
の
説
明
や
、
投
票
の
場
面

ご
と
に
具
体
的
に
ど
ん
な
合
理

的
配
慮
が
必
要
か
、
記
載
欄
が

あ
る
。
本
市
で
も
支
援
カ
ー
ド

を
活
用
し
な
い
か
。
径
市
と
し

て
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
の
か

を
ご
本
人
や
ご
家
族
等
に
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の

働
き
か
け
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

契
行
っ
て
い
な
い
。
形
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。
径
円
滑

な
投
票
の
た
め
に
は
、
ご
家
族

等
に
事
前
の
準
備
等
の
協
力
が

必
要
で
あ
る
。
先
進
市
の
状

況
・
実
態
を
確
認
し
た
い
。

誰
に
と
っ
て
も
優
し

誰
に
と
っ
て
も
優
し
いい

投
票
所
作
り
・
投
票
支
援

投
票
所
作
り
・
投
票
支
援
をを

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

　

２
０
１
５
年
９
月
に
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）」が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ

た
。
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て

エ
ス
デ
ィ
ジ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
誰
１
人
取
り

残
さ
な
い
持
続
可
能
で
多
様
性

と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
実
現
の

た
め
、　

の
国
際
目
標
を
定
め

１７

た
も
の
で
あ
る
。
発
展
途
上
国

だ
け
で
な
く
、
先
進
国
を
含
め

た
全
て
の
国
で
、
政
府
や
企
業
、

自
治
体
、
市
民
社
会
等
が
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
契
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
習
に
つ

い
て
、
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
全
国
の

中
学
校
へ
届
け
ら
れ
て
い
る
副

教
材
「
私
た
ち
が
つ
く
る
持
続

可
能
な
世
界
」
を
活
用
し
な
い

か
。
形
市
の
基
本
構
想
や
基
本

計
画
な
ど
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
項
目

を
連
動
さ
せ
て
組
み
込
ん
で
い

か
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
教
育
委

員
会
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い
て
主

体
的
に
考
え
る
よ
う
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
副
教
材
活
用
を
推
進
す
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

形
市
の
最

上
位
計
画
の
策
定
に
向
け
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
な
ど
も
踏
ま

え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

形
地
球
温
暖
化
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
問
題
、
市
に
お

け
る
様
々
な
課
題
に
向
け
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
・
行
動
宣
言

は
重
要
な
影
響
を
与
え
る
。
今

後
、
市
が
策
定
す
る
取
組
等
に

お
い
て
、
理
念
に
つ
い
て
研
さ

ん
を
深
め
、
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
をを

時
代
は
人
道
的
競
争

時
代
は
人
道
的
競
争
へへ

　

板
倉
真
也

　
（
日
本
共
産
党
）

　

契
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主

返
納
を
後
押
し
す
る
施
策
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
形
国

分
寺
市
と
同
様
に
、
高
齢
者
運

転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を

実
施
す
べ
き
。
径
新
庁
舎
の
完

成
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
早
急

に
支
援
事
業
を
創
設
す
べ
き
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
交
通
事

故
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か

ら
、
自
主
的
な
運
転
免
許
返
納

を
促
す
取
組
に
つ
い
て
は
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
形
国
分
寺

市
が
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
パ
ス
の
交
付

は
、
自
主
返
納
に
対
し
て
は
効

果
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
運

転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢

者
の
み
へ
の
対
応
と
な
る
こ
と

か
ら
、
運
転
免
許
を
取
得
し
て

い
な
い
方
と
の
間
で
公
平
性
に

欠
け
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
運

賃
を
無
料
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
補

助
金
の
更
な
る
増
額
を
招
く
可

能
性
が
高
く
、
結
果
と
し
て
財

政
負
担
が
多
大
と
な
り
、
持
続

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
径
警
視
庁
、
東
京
都
で

実
施
し
て
い
る
運
転
経
歴
証
明

書
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
特

典
や
優
待
を
受
け
ら
れ
る
支
援

事
業
を
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
紹
介
、
周
知
す
る
こ
と
で

免
許
返
納
を
促
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再
編
事
業

の
中
で
、
運
転
免
許
返
納
者
に

限
ら
ず
、
高
齢
者
全
体
に
向
け

た
対
策
を
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
自

高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主主

返
納
支
援
事
業
の
創
設

返
納
支
援
事
業
の
創
設
をを

鈴
木
成
夫

　
（
み
ら
い
）

　

社
会
的
弱
者
は
社
会
が
生
み

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
契
教

育
委
員
会
は
、
障
が
い
の
社
会

モ
デ
ル
理
解
の
子
ど
も
向
け
冊

子
作
製
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る

の
か
。
形
こ
の
冊
子
に
よ
り
、

子
ど
も
の
育
ち
を
ど
の
よ
う
に

期
待
し
て
い
く
の
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
自
立
生

活
支
援
課
と
連
携
し
、
冊
子
作

製
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
完
成

後
は
授
業
で
活
用
し
、
子
ど
も

た
ち
が
学
び
な
が
ら
、
小
金
井

市
の
条
例
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
、

教
員
が
教
え
や
す
い
紙
面
を
作

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

教
育
長　

形
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
学
び
共
に

生
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
、
全
て
の
人
が

障
が
い
と
は
何
か
を
考
え
て
理

解
を
深
め
、
全
て
の
人
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
。
し
か
し
、
障
が
い

の
受
け
止
め
方
や
反
応
は
、
無

知
を
原
因
と
し
て
、
恐
が
り
、

避
け
て
し
ま
う
な
ど
、
感
情
的

な
反
応
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
る
た
め
、
障
が
い
の
あ
る
人

の
困
り
感
を
受
け
止
め
、
そ
れ

を
「
自
分
ご
と
化
」
し
、
子
ど

も
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
考
え

さ
せ
る
よ
う
な
教
材
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
来
年
度
改
定
予

定
の
地
域
防
災
計
画
見
直
し
に

つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
生
き

子
ど
も
た
ち
と
共
に
生
き
るる

社
会
を
育
ま
な
い

社
会
を
育
ま
な
い
かか

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問
（４面〜６面）１２月２日、４日、５日、６日

会 派 の 略 称
（ 自民党・信頼 ） 自由民主党・信頼の小金井

（ 日本共産党 ） 日本共産党小金井市議団

（ 公 明 党 ） 小金井市議会公明党

（ み ら い ） みらいのこがねい

（ こ が お も ） 小金井をおもしろくする会

（ 市 民 会 議 ） こがねい市民会議

（ 情 報 公 開 ） 情報公開こがねい

（ 改 革 連 合 ） 改革連合

（ 生活者ネット ） 生活者ネットワーク

（ こ が あ す ） 小金井の明日をつくる会

（ 市民カエル ） 市民といっしょにカエル会

（ 緑・つながる ） 緑・つながる小金井



平成３１年（２０１９年）２月１９日発行－５－　　（２６３号） 市 議 会 だ よ り

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

　

虚
病
児
保
育
が
未
実
施
な
の

は　

市
で
本
市
と
も
う
１
市
の

２６
み
。
医
療
機
関
施
設
型
の
病
児

保
育
を
早
急
に
実
施
す
べ
き
。

　

市
長　

で
き
る
限
り
早
く
実

現
す
べ
き
で
あ
り
努
力
す
る
。

　

許
９
月
に
国
か
ら
示
さ
れ
た

新
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン

に
つ
い
て
。
契
余
裕
教
室
等
の

年
間
使
用
計
画
や
活
用
状
況
に

つ
い
て
公
表
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
負
担
を
軽
減
し
な
い

か
。
形
放
課
後
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
を

積
極
的
に
活
用
し
な
い
か
。
径

放
課
後
の
全
体
像
が
分
か
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
協
議
会

で
話
し
合
い
、
公
表
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
く
。
形
多
様
な
放

課
後
の
見
守
り
は
今
後
も
更
に

重
要
と
な
る
。
径
協
議
会
や
関

係
部
署
で
作
成
を
検
討
す
る
。

　

距
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対

策
へ
の
中
間
と
り
ま
と
め
に
つ

い
て
。
契
教
育
長
の
考
え
は
。

形
総
合
的
な
放
課
後
児
童
対
策

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
策
定
す
る
の
か
。

　

教
育
長　

契
子
ど
も
会
活
動

や
地
域
、
公
民
館
、
学
童
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
と
同
じ
方
向

は
向
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
が
実
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
い
る
。
新
し
い
地
域
共
生

社
会
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
各

課
連
携
を
強
化
し
一
体
と
な
っ

て
子
育
て
環
境
を
整
え
て
い
く
。

　

生
涯
学
習
部
長　

形
関
係
各

課
で
連
携
し
な
が
ら
策
定
に
つ

い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

病
児
保
育
の
早
期
実
施

病
児
保
育
の
早
期
実
施
とと

放
課
後
の
在
り
方
を
問

放
課
後
の
在
り
方
を
問
うう

　

坂
井
え
つ
子

　
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

契
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
計

画
で
は
、
公
共
施
設
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
基
準

年
度
（
１
９
９
６
年
度
）
比
で
、

２
０
２
０
年
度
に
は　

・
７
％

１４

削
減
を
掲
げ
て
い
る
。
し
か
し
、

２
０
１
６
年
度
は　

・
４
％
増

１９

で
、
２
０
１
７
年
度
は
更
に
増

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
数
値
と

そ
の
評
価
は
。
形
排
出
量
増
の

分
析
を
、
対
策
に
つ
な
げ
て
い

け
な
い
た
め
に
、
大
幅
増
と
な

っ
て
い
る
。
対
応
策
は
。
径
持

続
可
能
な
社
会
構
築
の
た
め
、

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
向

け
、
思
い
切
っ
た
政
策
を
。

　

環
境
部
長　

契
２
０
１
７
年

度
は
、
基
準
年
度
比
約　

・
７

３６

％
増
、
基
準
年
度
で
計
算
し
た

排
出
係
数
は
前
年
度
比
２
％
増

だ
っ
た
。
電
気
使
用
量
は
増
え

て
い
る
が
、
２
０
０
６
年
度
以

降
、
公
共
施
設
の
増
加
等
の
た

め
、
基
準
年
度
以
下
に
す
る
こ

と
は
根
本
的
に
か
な
り
難
し
い
。

ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
も
あ
っ
た
中
、

前
年
度
比
２
％
増
で
済
ん
だ
の

は
、
市
職
員
の
努
力
の
結
果
と

認
識
し
て
い
る
。
形
エ
ネ
ル
ギ

ー
削
減
は
難
し
い
が
、
削
減
啓

発
や
再
エ
ネ
機
器
の
導
入
な
ど

促
進
し
て
い
く
。
径
環
境
負
荷

の
更
な
る
削
減
や
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
は
大
変
重
要
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
障
が
い
者
雇
用
に

お
け
る
明
白
な
欠
格
事
項
は
削

除
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
とと

再
エ
ネ
へ
の
転
換

再
エ
ネ
へ
の
転
換
をを

　

河
野
律
子

　
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

虚
契
南
小
学
校
至
近
へ
の
バ

ス
停
の
新
設
、
乗
り
残
し
が
あ

る
時
間
帯
の
増
便
等
利
用
改
善

を
。
形
中
前
橋
バ
ス
停
付
近
に

交
通
安
全
を
注
意
喚
起
す
る
看

板
の
設
置
や
回
数
券
の
導
入
を
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
再
編
事

業
で
、
総
合
的
に
検
討
す
る
。

形
看
板
の
設
置
及
び
回
数
券
の

導
入
手
法
等
を
検
討
す
る
。

　

許
補
助
金
の
有
効
活
用
に
よ

り
避
難
所
で
も
あ
る
学
校
体
育

館
の
施
設
状
況
に
併
せ
て
冷
房

を
設
置
し
教
育
環
境
の
改
善
を
。

　

学
校
教
育
部
長　

詳
細
な
検

討
を
進
め
る
。

　

距
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
の

使
用
済
み
お
む
つ
の
持
ち
帰
り

の
見
直
し
へ
支
援
し
、
負
担
軽

減
に
よ
り
子
育
て
環
境
の
改
善

を
。
政
策
判
断
の
時
期
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

至
急
に

方
向
性
を
示
す
時
期
と
考
え
る
。

　

鋸
加
速
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
次
世
代
に
持
続
可
能
な
取
組

の
指
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
遅
滞
な
く

政
策
や
計
画
に
反
映
し
、
若
年

層
や
団
体
等
の
参
加
連
携
に
よ

り
、
更
な
る
市
政
の
活
性
化
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

計
画
策
定

等
に
意
識
し
て
邁
進
し
た
い
。

　

漁
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
財
源
確
保
の
観
点
で
、
既
に

他
市
で
事
例
が
あ
り
、
今
年
度

実
施
す
る
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
不
特
定
多
数

の
寄
附
）
の
現
状
と
取
組
は
。

　

企
画
財
政
部
長　

新
た
な
仕

組
み
と
し
て
早
期
に
構
築
す
る

必
要
が
あ
り
、
取
り
組
み
た
い
。

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
野
川

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
野
川
・・

七
軒
家
循
環
の
利
用
改
善

七
軒
家
循
環
の
利
用
改
善
をを

　

遠
藤
百
合
子

　
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

学
校
に
お
い
て
も
家
庭
に
お

い
て
も
子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯

定
感
と
自
尊
感
情
の
向
上
が
最

も
大
事
な
観
点
で
あ
る
。
契
平

成　

年
発
行
の
青
少
年
問
題
協

２５
議
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
状

況
は
。
形
小
中
学
校
各
校
で
行

わ
れ
て
い
る
公
開
授
業
や
講
演

会
の
際
も
、
道
徳
教
育
の
推
進

と
と
も
に
、
自
己
肯
定
感
と
自

尊
感
情
の
向
上
が
言
わ
れ
て
い

る
。
今
年
度
か
ら
道
徳
教
育
の

教
科
化
が
始
ま
っ
た
が
、
自
己

肯
定
感
と
自
尊
感
情
向
上
の
観

点
で
の
考
え
方
は
。
径
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
教
育
（
褒
め
る
・
認

め
る
）
の
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

恵
教
育
委
員
会
と
し
て
子
ど
も

た
ち
の
自
己
肯
定
感
向
上
に
、

ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
児
童

生
徒
・
各
保
護
者
・
関
係
各
所

に
配
布
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
自
己
肯

定
感
を
高
め
る
こ
と
に
関
連
す

る
道
徳
科
の
内
容
項
目
は
、
各

学
校
に
お
い
て
計
画
的
に
実
践

さ
れ
て
い
る
。
径
校
長
会
等
を

通
じ
、
褒
め
る
・
認
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
学
校
・
地
域
に
啓

発
し
て
い
く
。
恵
道
徳
教
育
の

充
実
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
子

ど
も
を
教
育
す
る
教
員
の
自
己

肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

教
育
長　

恵
来
年
度
の
教
育

課
程
の
方
針
の
１
つ
に
、
子
ど

も
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
更
な

子
ど
も
た
ち
の
更
な
るる

自
己
肯
定
感
の
向
上

自
己
肯
定
感
の
向
上
をを

　

紀　

由
紀
子

　
（
公
明
党
）

　

虚
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
学
び
共
に
生
き
る

社
会
を
目
指
す
小
金
井
市
条

例
」
が　

月
に
施
行
さ
れ
た
。

１０

作
業
所
で
働
く
障
が
い
者
の
工

賃
は
、
月
１
万
円
に
も
満
た
な

い
。
社
会
参
加
や
生
き
が
い
の

た
め
、
工
賃
を
増
や
す
支
援
の

取
組
を
す
べ
き
。
契
小
金
井
市

の
行
事
等
で
の
活
用
を
。
形
商

工
会
等
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を

含
む
）
と
更
に
連
携
し
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
積
極
的

に
協
力
し
た
い
。
形
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

許
森
林
環
境
譲
与
税（
仮
称
）

が
平
成　

年
度
か
ら
都
道
府

３１

県
・
市
町
村
に
配
分
さ
れ
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
の

使
途
は
、
木
材
利
用
の
促
進
や

普
及
啓
発
に
も
使
う
こ
と
が
で

き
る
。
公
共
施
設
等
に
使
用
す

る
べ
き
。
契
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
の
使
途
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
か
。
形
公
共
施
設
等

で
木
材
、
特
に
多
摩
産
材
の
利

用
促
進
を
図
ら
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
使
途
に
つ
い

て
は
現
在
、
関
係
部
署
で
協
議

を
し
て
い
る
。
形
議
員
の
提
案

が
あ
っ
た
よ
う
に
新
庁
舎
や

（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
等
へ
の

多
摩
産
材
の
使
用
や
学
校
等
に

木
製
の
机
、
椅
子
を
導
入
す
る

な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構

造
等
で
介
護
、
医
療
と
連
携
し

た
銀
木
犀
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
施
設
で
制
作
し

障
が
い
者
施
設
で
制
作
し
たた

商
品
の
周
知
・
徹
底

商
品
の
周
知
・
徹
底
をを

　

片
山　

薫

　
（
市
民
カ
エ
ル
）

　

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
つ
い

て
の
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
。
契

保
育
現
場
で
の
子
ど
も
の
権
利

の
位
置
付
け
と
権
利
条
例
の
周

知
は
。
公
立
園
や
民
間
園
を
問

わ
ず
、
親
に
対
し
て
手
引
き
の

配
布
を
。
形
子
ど
も
が
主
体
の

保
育
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
。
径
公
立
園
が
中
心
と
な
り

民
間
園
と
の
連
携
を
。
恵
松
本

市
、
川
崎
市
の
条
例
を
参
考
に

子
ど
も
の
権
利
条
例
推
進
計
画

づ
く
り
を
。
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
慶
検
証
機
関
と
な
る
子

ど
も
の
権
利
委
員
会
の
設
置
を
。

慧
川
西
市
を
参
考
に
子
ど
も
オ

ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
取
組
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
国
の

保
育
指
針
は
子
ど
も
の
権
利
条

約
に
共
通
す
る
。
形
子
ど
も
が

権
利
の
主
体
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
策
定
す
る
考
え
で
あ
る
。

恵
担
当
課
、
検
討
部
会
、
関
係

各
課
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

の
委
員
と
も
協
議
す
る
。
慶
ユ

ニ
セ
フ
の
動
向
も
加
味
す
る
。

　

保
育
政
策
担
当
課
長　

契
条

例
施
行
時
に
公
立
園
に
手
引
き

も
含
め
て
配
布
し
て
い
る
。
民

間
園
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

な
い
。
径
民
間
園
に
対
し
て
市

は
認
識
し
て
い
な
い
。

　

児
童
青
少
年
課
長　

慧
検
討

を
継
続
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
公
民
館
中
長
期
計

画
策
定
の
問
題
と
公
民
館
本
館

の
行
き
先
、
婦
人
相
談
員
へ
の

相
談
か
ら
生
活
保
護
へ
の
連
携

と
女
性
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配

置
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利

子
ど
も
の
権
利
をを

活
か
し
き
る
町
に
し
よ

活
か
し
き
る
町
に
し
よ
うう

　

白
井　

亨

　
（
こ
が
お
も
）

　

相
談
を
受
け
た
こ
と
も
あ
り
、

３
Ｋ
（
汚
い
・
臭
い
・
暗
い
）

が
原
因
で
子
ど
も
が
ト
イ
レ
を

我
慢
す
る
経
験
の
有
無
に
つ
い

て
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
が
、
４
人
に
３
人
が
経
験
あ

る
と
い
う
。
契
こ
れ
ら
の
状
況

に
対
し
て
市
の
見
解
は
。
形
親

も
教
師
も
子
ど
も
の
便
秘
に
気

付
い
て
い
な
い
と
い
う
専
門
家

の
指
摘
が
あ
る
。
実
態
の
把
握

を
し
て
は
ど
う
か
。
径
今
後
取

り
組
む
学
校
施
設
の
長
寿
命
化

対
策
は
順
番
に
実
施
す
る
た
め
、

全
て
完
了
す
る
ま
で
相
当
な
年

数
を
要
す
る
。
順
番
が
遅
い
学

校
は
先
に
ト
イ
レ
の
改
修
を
別

途
計
画
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

恵
週
１
回
の
ト
イ
レ
清
掃
で
は

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。
慶
３

Ｋ
対
策
で
も
理
想
と
さ
れ
て
い

る
洋
式
化
さ
れ
た
乾
式
床
ト
イ

レ
が
最
も
臭
っ
た
と
い
う
話
も

耳
に
し
て
い
る
。
清
掃
方
法
や

清
掃
委
託
仕
様
書
等
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
ト
イ
レ

を
我
慢
す
る
こ
と
は
健
康
上
望

ま
し
く
な
い
。
ト
イ
レ
改
修
も

進
め
て
き
た
が
、
満
足
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。
形
ど
う
い
う

形
で
で
き
る
か
は
考
え
た
い
。

径
施
設
改
修
ま
で
時
間
が
か
か

る
学
校
は
、
各
課
と
調
整
し
有

効
な
方
法
を
研
究
す
る
必
要
が

あ
る
。
恵
決
し
て
十
分
な
回
数

と
は
思
っ
て
い
な
い
。
慶
提
案

い
た
だ
い
た
こ
と
も
含
め
工
夫

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

な
ぜ
、
小
学
校
ト
イ
レ

な
ぜ
、
小
学
校
ト
イ
レ
のの

３３
Ｋ
は
改
善
し
な
い
の

Ｋ
は
改
善
し
な
い
の
かか

　

村
山
ひ
で
き

　
（
み
ら
い
）

　

虚
西
岡
市
政
の
任
期
が
３
年

を
過
ぎ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
に
つ
い
て
。
契
特
に
成
果
を

あ
げ
た
施
策
は
。
形
庁
舎
建
設

は
基
本
設
計
に
入
る
べ
き
だ
が
、

市
民
や
議
会
か
ら
の
声
を
反
映

さ
せ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
は
。

　

市
長　

契
新
庁
舎
・（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
建
設
、
駅
周
辺
の

ま
ち
づ
く
り
、
保
育
施
設
の
新

規
開
設
等
に
よ
る
定
員
拡
充
な

ど
を
実
施
し
、
待
機
児
解
消
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
形
１
年

間
で
基
本
設
計
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
だ
が
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　

許
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
。

契
残
り
任
期
１
年
で
重
点
を
置

く
施
策
は
。
形
施
策
を
前
に
進

め
る
た
め
に
も
市
長
の
時
間
の

使
い
方
を
工
夫
す
べ
き
。
土
日

で
市
長
自
身
が
施
策
を
考
え
る

時
間
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

市
長　

契
こ
れ
ま
で
同
様
、

新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福
祉
会
館

建
設
や
子
育
て
施
策
、
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
は
着
実
に
進
め
、

第
４
次
基
本
構
想
後
期
基
本
計

画
及
び
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
実
行
、
行
財

政
改
革
の
実
施
、
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
等
に
も
取

り
組
む
。
形
土
日
祝
日
も
公
務

が
あ
り
、
様
々
な
現
場
で
声
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
水
道
法
改
正
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
、
市
は
法
改

正
が
あ
ろ
う
と
も
公
営
を
維
持

す
る
と
い
う
考
え
方
を
明
確
に

す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

西
岡
市
政
の
こ
れ
ま
で

西
岡
市
政
の
こ
れ
ま
で
のの

成
果
と
今
後
の
課

成
果
と
今
後
の
課
題題
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た
ゆ
久
貴

　
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
倒
壊
の
お
そ
れ
の
あ
る
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
は
「
怖
い
か
ら
塀
か

ら
離
れ
て
歩
い
て
い
る
」
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
る
。
国
や
都

が
新
た
な
補
助
を
行
う
中
、
市

と
し
て
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
早
急
な
改
修
と
、
民
間
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
改
修
へ
の
補
助

を
す
る
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
が
危
険

と
し
た
学
校
・
保
育
園
・
公
園

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
整
備
は
平
成

　

年
度
末
ま
で
に
完
了
予
定
。

３０
　

総
務
部
長　

民
間
ブ
ロ
ッ
ク

塀
へ
の
補
助
は
検
討
し
た
い
。

　

許
近
年
は
猛
暑
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
な
り
「
授
業
に
集
中

で
き
な
い
」「
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
」
な
ど
の
声
を
聞
い
て
い

る
。
こ
ち
ら
も
国
や
都
が
新
た

な
補
助
を
行
う
中
、
市
は
学
校

の
教
室
だ
け
で
な
く
体
育
館
に

も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
べ
き
。

　

学
校
教
育
部
長　

着
実
に
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

距
介
護
現
場
は
賃
金
が
安
い

等
の
理
由
で
人
手
不
足
に
な
っ

て
お
り
、
制
度
の
基
盤
を
脅
か

す
重
大
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

市
は
介
護
を
守
る
た
め
に
賃
金

へ
の
補
助
や
、
宿
舎
借
上
げ
な

ど
の
家
賃
補
助
を
行
う
べ
き
。

　

福
祉
保
健
部
長　

処
遇
改
善

や
人
材
確
保
策
に
つ
い
て
は
更

な
る
取
組
が
必
要
。
で
き
る
こ

と
が
な
い
か
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
学
校
職
員
の
長

時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
取

組
」
を
求
め
ま
し
た
。

塀
と
エ
ア
コ
ン
の
対
策

塀
と
エ
ア
コ
ン
の
対
策
をを

介
護
職
員
の
処
遇
改
善

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
をを

　

篠
原
ひ
ろ
し

　
（
改
革
連
合
）

　

虚
私
も
大
変
に
期
待
し
て
い

た
武
蔵
小
金
井
駅
北
口
周
辺
再

開
発
整
備
計
画
が
整
備
地
区
範

囲
に
つ
い
て
調
整
が
つ
か
ず
準

備
組
合
が
解
散
に
な
っ
た
と
聞

い
た
。
南
口
と
比
較
し
て
開
発
、

整
備
が
遅
れ
て
い
る
。
北
口
広

場
の
北
側
は
歩
道
が
狭
く
バ
ス

待
ち
の
列
で
残
ス
ペ
ー
ス
が
狭

隘
と
な
り
、
行
き
か
う
人
の
傘

な
ど
が
ぶ
つ
か
り
合
う
状
態
だ
。

再
開
発
手
法
等
に
よ
り
歩
道
の

拡
幅
、
広
場
等
の
公
共
ス
ペ
ー

ス
設
置
の
た
め
に
も
市
と
し
て

積
極
的
に
力
を
注
い
で
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。
市
に
相
談
が

来
て
い
る
の
か
ど
う
か
尋
ね
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

市
と
し
て

は
周
辺
道
路
が
狭
く
歩
行
者
や

体
の
不
自
由
な
方
が
安
心
し
て

歩
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行

者
空
間
の
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
か
ら
地
元

と
も
協
議
を
進
め
て
い
る
。

　

許
旧
中
村
研
一
邸
が
来
年
３

月
頃
に
正
式
に
小
金
井
市
内
で

初
の
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
さ
れ
る
見
通
し
と
の
報
道

が
な
さ
れ
て
い
る
。
市
政
施
行

　

周
年
で
あ
り
、
町
お
こ
し
の

６０財
と
し
て
市
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
。

　

生
涯
学
習
部
長　

旧
宅
と
花

侵
庵
の
建
築
物
調
査
、
市
文
化

財
保
護
審
議
会
の
答
申
を
経
て

文
化
庁
に
登
録
申
請
し
た
。

　

市
民
部
長　

老
朽
化
し
た
茶

室
を
修
復
し
、
企
画
等
を
開
催

す
る
な
ど
し
た
い
。

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
周
辺

武
蔵
小
金
井
駅
北
口
周
辺
のの

再
開
発
整
備

再
開
発
整
備
をを

　

田
頭
祐
子

　
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
経
済
課
の
香
害
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
が
Ｃ
о
Ｃ
о
バ
ス
や
公

共
施
設
に
掲
示
さ
れ
る
。
市
の

Ｈ
Ｐ
で
も
す
ぐ
に
検
索
で
き
る

よ
う
改
善
を
求
め
る
。
契
医
療

機
関
や
福
祉
施
設
、
学
校
や
保

育
園
に
も
情
報
発
信
と
ポ
ス
タ

ー
掲
示
を
。
形
学
校
で
は
子
ど

も
の
実
態
を
調
査
し
、
給
食
着

な
ど
共
有
す
る
衣
類
へ
は
柔
軟

剤
使
用
へ
配
慮
の
呼
び
掛
け
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
ポ
ス
タ

ー
掲
示
と
情
報
提
供
は
検
討
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
給
食
着

へ
の
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
が

い
れ
ば
学
校
全
体
で
対
応
す
る
。

毎
年
の
健
康
調
査
で
化
学
物
質

過
敏
症
も
実
態
把
握
で
き
る
。

　

許
健
康
長
寿
日
本
一
の
山
梨

県
は
、
図
書
館
数
も
日
本
一
。

本
や
雑
誌
を
読
む
人
が
健
康
長

寿
な
ら
、
山
梨
県
に
倣
い
、
で

き
る
事
を
取
り
入
れ
な
い
か
。

契
市
民
が
読
み
終
え
た
週
刊
誌

や
雑
誌
を
図
書
館
に
寄
贈
し
、

自
由
に
閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

設
置
を
。
形
開
館
日
や
夜
間
時

間
の
延
長
を
。
径
自
動
貸
出
返

却
機
の
設
置
を
。
恵
学
童
保
育

だ
け
で
な
い
、
放
課
後
の
子
ど

も
の
居
場
所
に
図
書
館
や
公
民

館
も
利
用
し
な
い
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
読
書
と

健
康
寿
命
の
関
連
性
は
注
目
。

で
き
る
事
を
研
究
し
た
い
。
形

図
書
館
本
館
で
も
拡
充
を
検
討
。

径
導
入
効
果
の
高
い
シ
ス
テ
ム
。

検
討
し
た
い
。
恵
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

が
、
見
守
り
は
体
制
上
難
し
い
。

学
校
に
香
害
ポ
ス
タ
ー

学
校
に
香
害
ポ
ス
タ
ー
／／

健
康
長
寿
と
図
書
館
充

健
康
長
寿
と
図
書
館
充
実実

　

渡
辺
ふ
き
子

　
（
公
明
党
）

　

虚
市
内
で
は
振
り
込
め
詐
欺

や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙

し
取
る
等
の
高
齢
者
を
狙
っ
た

悪
質
な
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
。

被
害
者
の　

％
が　

歳
以
上
で

７６

７０

あ
り
、
男
女
別
で
は
、　

％
が

７６

女
性
で
あ
る
。
契
電
話
に
よ
る

詐
欺
行
為
に
効
果
の
あ
る
自
動

通
話
録
音
機
の
貸
与
状
況
と
今

後
の
対
策
は
。
形
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
の
利
用
限
度
額
を
低
く

設
定
す
る
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、

詐
欺
の
手
口
を
書
い
た
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
等
、
丁
寧
な
対
策

を
。
径
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場

所
を
計
画
的
に
増
や
す
べ
き
。

　

総
務
部
長　

契
平
成　

年　
２９

１０

月
か
ら
平
成　

年　

月
ま
で
に

３０

１０

　

台
を
貸
与
し
た
。
来
年
度
追

２００

加
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。
形

こ
れ
ま
で
消
費
生
活
相
談
室
が

発
行
し
た
啓
発
チ
ラ
シ
等
で
注

意
喚
起
し
て
き
た
が
、
関
係
課

や
関
係
機
関
と
相
談
し
た
い
。

径
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

地
域
団
体
に
よ
る
設
置
を
推
奨

し
た
い
。

　

許
消
費
税　

％
へ
の
負
担
軽

１０

減
の
た
め
、
多
く
の
国
で
導
入

し
、
世
界
標
準
の
制
度
と
な
っ

て
い
る
軽
減
税
率
が
導
入
さ
れ

る
が
、
準
備
は
整
っ
て
い
る
か
。

　

市
民
部
長　

事
業
者
か
ら
の

相
談
等
は
ま
だ
な
い
が
、
消
費

税
率
改
定
や
経
済
対
策
が
決
ま

り
次
第
遅
滞
な
く
対
応
で
き
る

よ
う
国
の
動
向
を
注
視
す
る
。

■
そ
の
他
、
市
と
し
て
名
勝
小

金
井
桜
を
通
じ
、
都
市
間
交
流

を
進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐

高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺欺

被
害
の
緊
急
防
止
対
策

被
害
の
緊
急
防
止
対
策
をを

　

湯
沢
綾
子

　
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

京
王
バ
ス
（
武
蔵
小
金
井
駅

南
口
～
武
蔵
境
駅
南
口
）
の
減

便
に
関
わ
っ
て
議
会
で
も
市
民

か
ら
の
様
々
な
意
見
要
望
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
回

は
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
中
町
循
環
へ

の
影
響
を
伺
い
た
い
。
平
成　
３０

年
４
月
か
ら
中
町
循
環
の
乗
客

数
は
月
平
均
２
千
人
前
後
増
加

し
て
お
り
、
特
に
朝
の
早
い
時

間
で
大
変
混
雑
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
契
始
発
時
間
を
午
前
９

時
よ
り
早
め
る
か
ま
た
は
増
便

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
形

配
慮
を
必
要
と
す
る
方
に
は
席

を
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
放

送
な
ど
で
促
し
て
欲
し
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
京
王
バ

ス
の
減
便
は
運
送
業
界
全
体
で

大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
運

転
手
の
人
員
不
足
が
原
因
と
の

こ
と
。
市
民
の
皆
様
が
不
便
を

感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
始

発
便
の
延
長
や
増
便
を
検
討
し

た
が
、
そ
れ
も
運
転
手
の
人
員

不
足
に
よ
り
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
再
編
事
業

の
中
で
運
行
時
間
や
運
行
間
隔

等
を
総
合
的
に
考
え
て
い
き
た

い
。
形
車
内
混
雑
時
に
お
け
る

座
席
の
譲
り
合
い
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
、
手
法
等
を
検

討
し
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
市
役
所
業
務
に
お

け
る
内
部
統
制
の
欠
如
と
必
要

性
に
つ
い
て
指
摘
し
、
リ
ス
ク

の
可
視
化
と
継
続
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
要
請
し
ま
し
た
。

京
王
バ
ス
減
便
に
よ

京
王
バ
ス
減
便
に
よ
るる

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
へ
の
影

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
へ
の
影
響響

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
都
市

景
観
・
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

　
「
ま
ち
な
お
し
」を
提
案
す
る
。

契
東
小
金
井
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ

ー
東
側
の
駐
輪
場
と
し
て
以
前

使
用
し
て
い
た
所
の
駐
輪
区
画

の
線
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
引
い

て
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
舗
装
と
、
適
切
な
緑
化
を
。

形
同
西
側
の
み
ず
ほ
銀
行
Ａ
Ｔ

Ｍ
前
の
放
置
駐
輪
防
止
柵
が
非

常
に
無
秩
序
か
つ
乱
雑
で
都
市

景
観
を
害
し
て
い
る
。
景
観
に

配
慮
を
。
径
中
央
線
高
架
下
の

歩
道
状
空
地
が
保
育
園
の
所
で

止
ま
っ
て
い
る
。
緑
中
央
通
り

ま
で
延
伸
し
て
ほ
し
い
。
現
状

と
課
題
は
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
何
ら
か

「
ま
ち
な
お
し
」
に
向
け

「
ま
ち
な
お
し
」
に
向
け
てて

の
提
案
（
そ
の
１

の
提
案
（
そ
の
１
））

森
戸
洋
子

（
日
本
共
産
党
）

　

虚
京
王
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
と
ル

ー
ト
変
更
に
つ
い
て
。
契
シ
ル

バ
ー
パ
ス
の
利
用
、
東
町
循
環

と
中
町
循
環
の
乗
り
継
ぎ
券
の

発
行
、
乗
り
継
ぎ
の
待
ち
時
間

の
短
縮
に
つ
い
て
問
う
。
形
東

町
一
丁
目
、
五
丁
目
の
バ
ス
の

運
行
の
要
請
が
市
民
か
ら
提
出

さ
れ
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て

問
う
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
全
体
の

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
長
期
的
な

検
討
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
再

編
事
業
の
中
で
行
い
た
い
。
形

バ
ス
会
社
と
協
議
し
、
４
月
を

め
ど
に　

分
間
を
８
分
間
に
短

２３

縮
す
る
こ
と
で
連
結
性
を
高
め

る
こ
と
で
進
め
て
い
る
。

　

許
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
が
廃

止
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

存
続
を
求
め
る
。
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
所
の
廃
止
は
、
ご
み
の
減

量
や
広
域
支
援
を
お
願
い
し
、

非
常
事
態
宣
言
を
発
し
て
い
る

こ
と
と
逆
行
す
る
。
契
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
を
存
続
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
形
粗
大
ご
み
、
放

置
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
な

ど
、
担
当
課
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

契
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
話
合
い
を
し
た

が
、
延
伸
す
る
こ
と
に
は
な
ら

な
か
っ
た
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
に
わ
か

に
、
こ
こ
で
ま
た
実
施
す
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

都
市
整
備
部
長　

形
今
後
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
意
見

交
換
等
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
のの

改
善
に
つ
い
て
再
び
問

改
善
に
つ
い
て
再
び
問
うう

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回回

日
米
地
位
協
定
見
直
し

日
米
地
位
協
定
見
直
し
をを

　

水
上
洋
志

　
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
契
横
田
基
地
へ
の
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
に
つ
い
て
、
東
京
都

と
周
辺
市
町
連
絡
会
は
情
報
提

供
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
が
、

要
請
が
踏
み
に
じ
ら
れ
る
事
態

で
あ
る
。
配
備
撤
回
を
要
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解

を
問
う
。
形
全
国
知
事
会
は
日

米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
含
む

「
提
言
」
を
全
会
一
致
で
採
択

し
た
。
市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

市
長　

契
国
に
、
説
明
責
任

を
果
た
す
こ
と
や
、
安
全
対
策

の
徹
底
と
環
境
へ
の
配
慮
等
を

米
国
に
働
き
か
け
る
よ
う　

市
２６

の
総
意
と
し
て
要
請
し
た
。
形

空
域
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
。

　

許
防
災
対
策
の
強
化
に
つ
い

て
問
う
。
契
今
後
の
防
災
計
画

の
見
直
し
に
際
し
て
、
市
民
や

議
会
の
意
見
反
映
を
求
め
る
。

形
避
難
所
運
営
な
ど
に
関
し
て

学
校
と
地
域
の
連
携
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
避
難
所
運
営
連
絡

協
議
会
の
開
催
や
地
域
と
連
携

し
た
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
を

求
め
る
。
径
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
整
備
の
計
画
を
前
倒
し
で

実
施
す
べ
き
。

　

総
務
部
長　

契
防
災
会
議
に

市
民
が
参
加
し
て
お
り
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
意
見
を

聞
い
て
い
く
。
形
教
育
委
員
会

と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。
径
平
成　

年
度
以
降
は
１

３２

年
に
２
校
の
整
備
が
で
き
な
い

か
関
係
課
と
協
議
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
浴
恩
館
公
園
の
水

路
復
活
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

途中で切れる高架下歩道

の
対
応
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
土
地
な
の
で
協

議
を
重
ね
た
い
。
形
ご
指
摘
を

踏
ま
え
、
今
後
検
証
す
る
。
径

歩
行
者
と
自
動
車
が
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
市
の
費
用
で
設
置

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
か
ら
一
定
の
理
解
を
得
て

い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
を

継
続
す
る
。
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果
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意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果
○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）

緑市明ネ改情会おみ公共自

※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。 坂
井
え
つ
子

片
山　
　

薫

沖
浦
あ
つ
し

田
頭　

祐
子

篠
原
ひ
ろ
し

渡
辺　

大
三

斎
藤　

康
夫

白
井　
　

亨

岸
田　

正
義

鈴
木　

成
夫

村
山
ひ
で
き

宮
下　
　

誠

紀　

由
紀
子

小
林　

正
樹

渡
辺
ふ
き
子

森
戸　

洋
子

板
倉　

真
也

た
ゆ　

久
貴

水
上　

洋
志

遠
藤
百
合
子

五
十
嵐
京
子

河
野　

律
子

湯
沢　

綾
子

吹
春
や
す
た
か要　　　旨（提案議員が作成）件　　　名

原案可決○○○○×○×○○○○××××○○○○×議×××
辺野古新基地建設工事を直ちに中止し、普天間基地を運用停止すること。
国民的議論で代替施設が国内に必要となるなら、沖縄県以外の全国の自治
体を候補地とし、公正で民主的な手続きにより解決すること等を求める。

辺野古新基地建設の中止と、普
天間基地代替施設について国民
的議論を深め、民主主義及び憲
法に基づき公正に解決すること
を求める意見書

原案可決○○○○○○○○△△△△△△△○○○○△議△△△
幼児教育・保育の無償化の実施に必要な財源については、国の責任におい
て全額国費で賄い、恒久的に確保すること。更には、人件費増やシステム
改修経費など、事務処理に必要な財政措置を求める。

幼児教育・保育の無償化は、自
治体負担を課さず全額国費で実
施することを求める意見書

原案可決○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××
伊方原発３号機は、半島の付け根に位置し、事故の際、住民孤立のおそれ
があり、使用済核燃料の最終処分場も未定。課題先送り、住民不安置き去
りの再稼働が常態化している。再稼働に抗議し、原発ゼロの実現を求む。

伊方原発３号機の再稼働に抗議
し、「原発ゼロ」の実現を求める
意見書

原案可決○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××
東日本大震災以降平均２５億円の赤字、２０１２年以降の発電量ゼロ、更に運転
開始から４０年を超える東海第二原発の運転延長を認めないこと及び東海
第二原発の廃炉を事業者に求めること等を求める。

東海第二原発の再稼働に反対す
る意見書

原案可決○○○○×○○○○○○××××○○○○×議×××
①賠償措置額を福島原発事故に対応しうる額に設定、②「原子力事業の健
全な発達に資する」を「原子力事業の賠償責任を果たさせる」とする、③
原子力事業者以外への求償制限撤廃、④現行制度の不備を改めること等を
求める。

原子力損害の賠償に関する法律
の見直しを求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○△△△△○○○○△議△△△
全ての避難者の生活実態調査と包括的な支援策の実施、帰還困難区域や避
難指示解除区域の応急仮設住宅の無償提供継続及び避難指示区域外避難
者に対する応急仮設住宅打ち切り撤回と無償提供の継続等を求める。

原発事故避難者への支援の継続
を求める意見書

原案可決○○○○×○×○○○○××××○○○○×議×××
全国知事会は、日米地位協定の見直しを含む提言を全会一致で採択した。
政府に、日米地位協定を見直し、国内法を米軍にも適用すること、事件事
故時の自治体職員の立入りの保障、基地の整理縮小、返還の促進等を求め
る。

日米地位協定の見直しを求める
意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
被災者の生活再建のため、近年、自然災害が頻発化する中、災害が起こる
度に立法措置するのではなく、国会閉会中も対応可能となるよう、恒久法
としての立法化を早期に進めることを国会及び政府に求める。

義援金差押禁止法の恒久化を求
める意見書

原案可決○×○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
無戸籍問題とは、何らかの事情で出生届を出さないため、戸籍が無いまま
暮らさざるを得ない子どもや成人がいる問題である。無戸籍者に生活上
の不利益がないよう、問題の解消に早急に取り組むことを強く求める。

無戸籍問題の解消を求める意見
書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
認知症の人は年々増加し２０２５年には７００万人を突破すると見込まれる。尊
厳を持って生きられる社会の実現を目指し、基本法の制定、若年性認知症
の支援体制の整備等、認知症施策の更なる充実を強く求める。

認知症施策の推進を求める意見
書

原案可決○○○○○○△○○○○△△△△○○○○△議△△△
環境省は８千ベクレル以下の除染土を公共工事や園芸農地で再利用する
方針。飛散・流出の完全な防止は難しく、地下水の汚染、工事従事者や通
行人の被ばく等も懸念される。よって、方針撤回と再利用政策見直しを求
める。

原発放射能汚染土壌の公共事業
や農地への利用方針の撤回及び
除染土再利用政策の見直しを求
める意見書

原案可決○○△○○○△○○○○××××○○○○×議×××
国会審議は不十分。低賃金や劣悪な労働環境など技能実習制度による人
権侵害やずさんな入管行政も明白になった。外国人労働者を生活者とし
て迎える策が必要。本法撤回と技能実習制度見直しによる人権回復を求
める。

改正出入国管理法の強行採決に
抗議し、本法の撤回と技能実習
制度の根本的見直しによる人権
回復を求める意見書

原案可決○○△○×○○○○○○××××○○○○×議×××
日米間でＴＡＧ交渉の合意がされたが、これは「ＴＡＧ」ではなく「ＦＴ
Ａ」であり、国民を欺くやり方は許されない。輸入自由化に行き着き、日
本の農業主権と経済主権を脅かすＦＴＡ交渉を中止することを求める。

日米自由貿易協定（ＦＴＡ）交
渉の中止を求める意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議○○○
電気火災の発生件数が増え、後期高齢者の死亡者数が増加傾向にある。製
造物責任法の見直しも含め、高齢者はもとより一般利用者に電気火災の危
険性と使用方法の周知徹底を図るために必要な指導の強化を求める。

近年増加している電気火災に関
する意見書

原案可決××○○○○○×○○○○○○○○○○○○議○○○
所有者不明土地や空き家の問題が深刻化する中、住民票の除票等の保存期
間が５年しかないことから、転居履歴を追えないケースが出てきている。
住民票の除票等の保存期間延長、廃棄作業の当面凍結等を求める。

住民票の除票及び戸籍の附票の
除票の保存期間の延長を求める
意見書

原案可決××○×○○××○○○○○○○○○○○○議○○○
近年横行する白タク行為への対策強化とともに、白タク行為に該当するよ
うなライドシェア（自家用自動車を用いて有償で運送を行うサービス）も
利用者の安全安心に大きな懸念があるため、慎重に検討するよう求める。

白タク行為への更なる対策強化
に関する意見書

原案可決××○×○○○×○○○○○○○○○○○○議○○○
市町村による森林整備等に必要な財源に充てる森林環境税が創設される。
①都内区市町村に交付される譲与税が多摩産材など東京都の森林のため
に活用されること、②林業従事者育成の施策を強化すること等を求める。

森林環境税（仮称）の活用に関
する意見書

原案可決○○○○○○○○○○○○○○○△△△△○議○○○
臓器移植に係る更なる啓発、臓器提供施設を増やすための支援、移植コー
ディネーターの確保、担当医の負担軽減、臓器移植ネットワークの構築さ
れていない国で臓器移植を受けないための対策等を求める。

臓器移植の環境整備に関する意
見書

原案可決○○△○△○○○×××○○○○○○○○○議○○○
保育の質のガイドライン等の保育計画は最優先で策定すること、公立保育
園運営協議会において保護者からの要望に対応し、信頼関係を大切にしつ
つ真摯な姿勢で継続的かつ十分な協議を行うことを西岡市長に求める。

保育ビジョン及び保育の質ガイ
ドラインを最優先で策定するこ
とを求める決議

否　　決○○△○×○×○△△△××××○○○○×議×××
政府及び東京都に、①在日米軍に対し過去のオスプレイ事故の徹底した原
因究明、再発防止策の確立及び安全性の確保、②オスプレイの訓練中止と
配備撤回を強く働きかけること等を求める。

米軍横田基地へのＣＶ－２２オス
プレイ配備に抗議し、訓練中止
と配備撤回を求める意見書

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）　

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

第
１
に
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
普
天
間

基
地
の
運
用
停
止
を
求
め
国
民
的
議
論
を
提
起
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
第
２
に
「
国
内
移
設
を
容
認
す

る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
一
文
が
あ
り
、
基
地
の
国

内
移
設
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
。
第
３
に
、
全
て

の
自
治
体
を
等
し
く
候
補
地
と
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）　

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

　

こ
の
意
見
書
は
９
月　

日
に
賛
成
多
数
で
採
択
さ

２５

れ
た
陳
情
に
基
づ
き
、
陳
情
者
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。
沖
縄
へ
の
差
別
意
識
が
可
視
化
さ
れ
、

当
事
者
意
識
を
持
っ
て
基
地
問
題
に
向
き
合
う
こ
と

が
突
き
付
け
ら
れ
た
。「
先
が
見
え
な
い
暗
闇
の
中

で
光
が
見
え
る
新
し
い
扉
を
開
い
て
く
れ
た
」
と
語

る
市
民
も
い
た
。
市
民
の
関
心
を
広
げ
る
必
要
が
あ

る
。

 
反
対
討
論
（
要
旨
）
　

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

日
米
同
盟
は
、
日
本
の
外
交
安
全
保
障
の
基
軸
で

あ
り
、
首
脳
会
談
を
始
め
日
米
間
で
は
あ
ら
ゆ
る
レ

ベ
ル
で
綿
密
な
意
思
疎
通
が
行
わ
れ
て
い
る
。
環
境

及
び
軍
属
に
関
す
る
補
足
協
定
の
策
定
を
実
現
し
、

日
米
地
位
協
定
の
締
結
か
ら
半
世
紀
を
経
て
国
際
約

束
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
等
、
政
府
は
一
貫
し
て
運

用
改
善
に
努
め
て
い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

　

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

今
回
の
決
議
は
、
も
う
行
革
を
進
め
な
く
て
よ
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
市
長
に
対
し
、
保
育
園
の

民
営
化
と
い
う
行
革
プ
ラ
ン
を
本
気
で
進
め
る
意
思

が
あ
る
の
か
、
と
問
い
た
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
自
ら

行
革
プ
ラ
ン
を
撤
回
し
、
敗
北
宣
言
を
行
う
べ
き
と

迫
る
意
味
合
い
で
あ
る
。
自
ら
の
選
挙
公
報
に
行
革

を
う
た
っ
た
か
ら
に
は
、
覚
悟
を
も
っ
て
進
め
よ
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天
間
基
地

代
替
施
設
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
深
め
、

民
主
主
義
及
び
憲
法
に
基
づ
き
公
正
に

解
決
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

保
育
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
保
育
の
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

最
優
先
で
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
決
議
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医 医次の定例会は 開会予定です。平成３１年２月２０日（水）

原稿は議員が作成しております

特集１
基本設計は施設配置案を絞りこまず、整備方針に沿って調整へ

　「日曜議会」は平日にお仕事などで傍聴に来られない方にも実際の会議がど
のように行われているかを知っていただくため、小金井市議会独自の取組と
して年１回、日曜日に本会議を開くものです。全国でも土曜、日曜の議会の
開催は例が少なく、住民に開かれた議会を目指した取組の１つといえます。
今回は１日で議長を除く２３人の議員全員が登壇するため、１人１５分の持ち時
間で一般質問を実施しました。来年度の開催はまた時期が近くなればお知ら
せいたします。ぜひ、議場へお越しください。

私語はいかがなものか／平日との違いを冒頭に少しでも説明がある
といい／平日に来ることができない人にも対応してもらえるのは嬉
しい／市の回答が曖昧／議員の質問と市の回答が噛み合っていない
ことが気になる／市政の為に地道に勉強していることに感心した／
１人１５分は短い。顔みせ的な日曜議会ではないやり方も検討すべし
／傍聴席が入りにくく（通路が狭い）、子どもを連れての傍聴は肩身
も狭い。ネット中継でも聴けるが、議場の生の空気を感じたかった
ので子連れでも遠慮せず来たが、次回はやはり子連れでは来づらい
／議員や市の姿勢、考え方が短い時間にたくさん知ることができた
／質問時間が表示されているのはよかった／普段の議会に傍聴に来
られている方が多かったようだ。関心のある方は固定していると思
う／普段の小金井市議会を多くの市民に傍聴、体験を希望する 

　１２月２日の本会議の様子を観ることができるＹｏｕTｕｂｅの再生回数は合計で
４４１回（２０１８年１２月２６日現在）を超えており関心の高さがうかがえます。当日も
ご自宅でご覧いただいた方もいらっしゃったのではないでしょうか。
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議会の多数が求めた追加
調査の結果が報告

新庁舎・（仮称）新福祉会館、基本設計の業者選定へ（３月末まで）

　新庁舎・（仮称）新福祉会館建設について、１１月５日に市議会からの提案である４項目の追加調査結果が市長から報告され、その後
１１月２１日、３０日、１２月１４日、１８日に庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会（鈴木成夫委員長）を開催し、１２月６日の市長報告では
基本設計業者選定に着手することが明らかになりました。

　１１月５日開催の市議会全員協議会
での市長の冒頭発言により、新庁舎
等建設計画調査の中間報告が行われ、
①清掃関連施設の敷地内暫定移設は
行わない、②新福祉会館を先行竣工
とする、③敷地東側樹木を残す、④
新庁舎の免震構造の地下部分を駐車
場利用するという４項目が、新たな
施設案として成立できる見通しが示
されました。

特集２
日曜議会を開催しました
　２０１８年１２月２日（日）に毎年恒例となった「日曜議会」
を開催しました。その開催状況とアンケート結果を抜粋
してご紹介いたします。

日曜議会ってなに？

【傍聴者の声】

《整備方針》＝基本設計業者選定時に
示す条件は５項目

○既存清掃関連施設の暫定移転は行わない。
○複合施設として整備することによるスケ
ールメリットを追求し、更なる施設規模
削減を目指す。
○（仮称）新福祉会館機能の早期回復を優
先する。
○免震構造を採用する場合に生じる地下空
間は駐車場として整備するなど、空間を
有効活用できるよう創意工夫する。
○平常時の緑地・広場の確保とともに、災
害発生時における駐車場・広場活用をイ
メージし、バランスのとれた空地活用を
目指す。

議会からの要望で市民説明会も
開催

　新庁舎・（仮称）新福
祉会館建設についての
説明会が１１月７日から
１３日までに計５回にわ
たり開催され、計１４４
人が参加しました。し

かし１１月２１日の庁舎及び福祉会館建設等調査特別
委員会では、議会の指摘により、説明会資料では
「Ｃｒｅ－２案とＣ－３案で調整する」と間違った
方針を示していたことが判明しました。

市長報告で設計着手を
明言
　議会からの提案により実施された
追加調査の結果を受け、１２月６日に
行われた市長報告で西岡市長は、説
明会に示した資料の誤りについて、
お詫びの表明があり、「施設配置案
を絞り込むのではなく、複合化整備
方針の中で示しているとおり、まず
５項目（別表参照）を適切に反映で
きる設計者を選ぶことから進めてい
きたい」と明言しました。

【傍聴者データ】
＜アンケートご協力：３１人＞お住まいは市内が２８人（無記入２人、市外１人）、年
齢層は、３０歳代と５０歳代及び７０歳代が６人と最も多く、次いで６０歳代が５人、４０歳
代が４人、８０歳代以上が１人となっています。ちなみに１０歳代及び２０歳代は０人で
した（無回答は３人）。意外に年齢層は幅広く、アンケートには表れていませんが、
小さなお子さんも同伴で傍聴に来られていました。

※傍聴者：４１人（前年度比１０人増）

この問に対し、２９％の方が「ない（今日が初めて）」と
回答しており、この数字をいかに伸ばせるかが重要だ
と認識しています。

初めての傍聴者

※問「本日の日曜議会についてどう思われましたか？」
の自由記述欄から抜粋（要点）

2299％％
※問「小金井市議会を傍聴したことがありますか？」

実施された建設計画調査業務の概要

詳細は市ホームページ 「新庁舎建設関連」をご覧ください


